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 第４章では、省電力広帯域無線技術である LoRaWAN 技術を用いた行動認識技術を
導入した。省電力広帯域無線においては、通信のスループットが期待できないと同時に
データの欠損が起こりうる。このような環境で行動認識を評価し、複数の機械学習手法


















学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は，実際の介護現場において人間行動モデルを構築し、データ欠損の定量化手
法を提案し、行動認識の精度の評価を行ったものである。介護・ヘルスケア分野では、
重労働を改善するために客観的・定量的な人間行動の分析・評価が求められており、本
論文の成果はセンサデータを用いた行動認識の有用性の向上に貢献するところが大き
いと考えられる。 
 また、公聴会においては、審査委員からの研究分野の今後の方向性に関する質問、
Uncertainty Quantification の重要性に関する質問、医療業界の聴講者からの患者の位
置情報や行動の推定に使えるのかといった質問、耳装着デバイスで音声をセンシングす
ることに関する質問、スタッフだけでなく同時に患者もセンシングできるのかという質
問、研究室から実際の現場に展開する際の難しさに関する質問といった多くの質問がな
されたが、いずれも著者から的確な回答がなされ質問者の理解が得られた。 
 以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が、博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
